
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

平尾中学校だより 

長島町立平尾中学校 平尾 5719 番

TEL・FAX 88―2013 令和４年６月号 

校訓 
 
 前進 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響で、下記の行事が変
更や中止になることもあります。ご了承ください。 
 

1日(金） 授業参観⑤ 学校・学年 PTA（6校時カット） 

4日(月） Ｂ校時 3年ＰＴＡあいさつ運動(～6日) 

      生活リズム週間(～10日) 

5日(火） 高校見学 集金日(～7日)  

     スクールカウンセラー来校 

 6日(水) ノー部活デー  

 8日(金) 漢字検定 

9日(土) 土曜授業 体育大会練習③ 

12日(火) 3年職場体験学習(～14日)  学校運営協議会 

13日(水) 芸術鑑賞会（家庭教育学級） ノー部活デー  

19日(火) Ｂ校時 

20日(水) 終業式 

 

 完全下校時刻 １８：２５ 

 

 
 
 
 

 ７日（火）と 10 日（金）に全校生徒を対象

に上級学校説明会が行われました。出水工業

高校、出水中央高校、鶴翔高校、鹿児島実業高

校、出水高校、出水商業高校が来校してくだ

り、高校の特色、進路、部活動、高校生活につ

いての説明がありました。3 年生は進路希望調

査もあり、いよいよ進路選択が身近なものに

なってきました。家庭でも適切な進路選択が

できるように話をしてください。 

出水地区総合体育大会 

 

 

 

 6 月 17 日（金）の 1 時間目は、3 年生がオーストラリアの

トゥーマットという町にあるスノーウィーバレーズスクール

特別支援学校の生徒たちとリモート交流学習をしました。こ

れまで学習してきた英語を活用してそれぞれお互いに自己紹

介した後、自分の好きなことや得意なことを発表したり、特技

を披露したりして交流を深めていました。今後も交流会が開

催される予定なので、それまでに一層英語力に磨きがかかり

そうです。 

ＩＣＴを活用して～国際交流～ 

花いっぱい活動 

７月の行事 

 

 

 2・3 年生の修学旅行と 1 年生の宿泊学習が

無事に実施されました。一時期、新型コロナウ

イルス感染症の蔓延で実施が心配されていま

したが、天気にも恵まれ、素晴らしい体験活動

をする中で笑顔があふれていました。 

 

 

 

 

未来環境のために 

中体連地区総体が６月 14 日・15 日の２

日間にわたって行われ、野球・卓球・柔道が

出場しました。3 年生は特にこれまでの集

大成ということで全力を尽くしてきまし

た。3 年生の吉武海斗さんが見事 2 位とい

う結果を残し、県大会出場を決めました。 

 

6 月 11 日（土）に鹿児島県環境林務部環境保全課大気係から平田さんをはじ

めとする 7 名の方々をお招きして環境講話が開催されました。最近よく耳にす

るＳＤＧｓについての講義や、大気汚染についての実験活動を通して身近な環

境問題について学ぶことができました。環境にやさしいＭＩＲＡＩや大気の状

態を測定する車の展示もあり、今後、環境のためにどのようなことに取り組めば

よいのか考えさせられる時間になりました。 

目標を立てて計画的に取り組む習慣を 
校長 松久保 謙太郎 

 

14・15日と地区中学校総体が開催されました。コロナウイルス感染症の影響で 

十分な練習はできませんでしたが、各部活動がこれまでの練習の成果を発揮して 

頑張ってくれました。特に３年生にとっては３年間の集大成であり自分のもってい 

る力を出し切ってくれたと思います。部活動で培ったたくましい精神力でこれから 

の自分の進路を力強く実現してほしいと思います。 

さて、部活動もそうですが、私たちは目標を決めてその実現に向けて努力します。赤ちゃんがはいはいし、

初めておもちゃに手を伸ばし、つかみ取る瞬間が、人が目標に向かってゆく行為の始まりだそうです。ピアノ

や運動など努力をすれば成果が上がることを理解している子どもは、自分で目標を立て計画的に練習していき

ます。何かをやり遂げるには、目標を決めて努力を積み重ねなくてはなりませんが、そのことを幼いときから

家庭で教わり経験しているのだと思います。子どもが実現可能な目標を立てることができるようにするには、

子どもの話をよく聞いて、本人に何をしたいのかをはっきり理解させ、次に何をしたらいいのかを具体的に考

えさせていく必要があります。また、実際に行動に移すときには、努力を一つひとつ積み重ねてゆくことが大

切であることを教えていかなければなりません。先を考えずに何かを始めてしまうと失敗することもあり、結

局うまくゆかずに途中で投げ出してしまうことになりかねません。家庭でも日常の生活の中で、きちんと目標

を立て、計画的に物事をやり遂げる態度を子どもに示していきたいものです。そして子どもが目標を決めて頑

張っているときには、そのことに目を向け、子どもがチャレンジしたことをほめていきましょう。 

笑顔あふれる 

梅雨の合間を縫って、

花いっぱい活動を行いま

した。定期的に土づくり

をし、苗を植えました。

一雨ごとに元気に育って

いく植物が早く美しい花

を咲かせてくれるといい

です。 

 

 

上級学校説明会 


